「ゴムの手」と瞑想研究が切り開く身体論 : 認知科学と仏教の最前線 by 平原 憲道














Western Science Meets Buddhist Psychology:







Western Science Meets Buddhist Psychology:

















ム（David Hume, 1711 ─ 1776）が知覚（perception）の働きに大きく着目
「ゴムの手」と瞑想研究が切り開く身体論
−22− −23−























ロ = ポンティと同時代人でもあった心理学者ギブソン（James Jerome 



















































































図 1　RHI に関連する論文数の推移を PubMed 上でサーチしたもの
















図 2　典型的な RHI の実験装置（本間，2010 より）
　測定に用いられる尺度には、Botvinick と Cohen（1998）が用いた主観
的な評定尺度（「ラバーハンドがあたかも自分の手のように感じる」など




による尺度、特に fMRI4 で BOLD 信号を測定するものが増えている。通
常は、複数の種類の測定値が用いられ、互いに捕捉しあう。



















ろ、66% もの協力者が RHI を知覚することを確認した。加えて、様々な
条件下でも、「同期させた触覚」と視覚のみのものとで、RHI 発生の強度
がほぼ変わらなかった（Durgin & et al.，2007）。ただの「視覚刺激」で









2. 1. 3．RHI 研究が身体性に与えた影響
　RHI 研究は、従来の西洋的な身体性の理解にどのような影響を与えた
のだろうか。まず、自己の「身体イメージ」が極めて柔軟に「拡張可能」
5  加えて言えば、触覚は五感の中で最も発達が早く受胎後 7 週目頃から成長するのに対して、
視覚は最も発達が遅く、誕生後に徐々に成長する。しかし、人間の成長にともない後者は
外界から得る知識総量の 8 割強を占めるほど使用されるのに対して、前者はその後は鈍化







































































































































































































































3. 1. 2. チープデザインが身体性に与えた影響
　まず、身体の持つ「制限」が、動作に関する情報処理（例：路面の状態
を把握して転ばずに二足歩行する）を逆に上手く機能させることができる
という逆説的な証明の驚きがある。これは、従来の「環境 → 感覚器官 → 
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